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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
光
る
ス
ラ
イ
ム
を

つ
く
ろ
う
」

暗闇で光るスライム

日
程

　
６
月
９
日
、
23
日
、
30
日
（
い
ず

れ
も
土
曜
日
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
（
受
け
付
け
は

１
時
30
分
か
ら
）

会
場

　
県
立
自
然
史
博
物
館
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内
容

　
自
然
界
に
は
、
暗
闇
で
体
か
ら
光

を
発
生
す
る
発
光
生
物
と
い
う
生
き
物
が

い
ま
す
。

　
発
光
生
物
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
蓄

光
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ム
を
作
り

ま
す

講
師
　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

FAX

０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
５
０

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

費
用
　
無
料

※
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

入
館
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の

駐
車
場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す

問
　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

FAX

０
２
７
９
・
７
０
・
５
５
４
４

150㌢望遠鏡での観望会の様子

歴
史
博
物
館
東
国
文
化
講
座

「
ぐ
ん
ま
古
墳
最
前
線
」

　
な
ぜ
群
馬
に
１
万
３
０
０
０
基
以
上
の

古
墳
が
築
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
古
墳
大
国
・
群
馬
の
現
在
・
過
去
・
未

来
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

期
日
　
６
月
16
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容
　
24
年
度
か
ら
４
年
が
か
り
で
実
施

し
た
平
成
の
古
墳
総
合
調
査
を
基
に
、
古

墳
大
国
・
群
馬
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
ま
す

演
題

　ぐ
ん
ま
・
古
墳
再
発
見
―
平
成
の

古
墳
総
合
調
査
の
成
果
を
通
じ
て
―
　

講
師
　
深ふ

か

澤さ
わ

敦あ
つ

仁ひ
と

（
当
館
学
芸
係
長
）

定
員
　
１
４
４
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５

２
２
　
FAX

０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
３
４

県
立
図
書
館
「
著
者
が
著
作
を

語
る
会
」

期
日
　
６
月
21
日
㈭

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
県
立
図
書
館
（
前
橋
市
日
吉
町
）

内
容
　「
中
島
飛
行
機
と
学
徒
動
員
」（
み

や
ま
文
庫
）
の
著
者
で
あ
る
講
師
が
、
飛

行
機
王
と
呼
ば
れ
た
中な

か

島じ
ま

知ち

久く

平へ
い

と
そ
の

会
社
で
飛
行
機
制
作
に
従
事
し
た
若
者
た

ち
に
つ
い
て
話
し
ま
す

演
題
　
中
島
飛
行
機
と
学
徒
動
員

講
師
　
正し

ょ
う

田だ

喜よ
し

久ひ
さ

（
元
太
田
市
教
育
委
員

会
教
育
長
）

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問

　
☎
０
２
７
・

２
３
１
・
３
０
０
８

　
FAX

０
２
７
・
２
３

５
・
４
１
９
６

※
申
込
用
紙
は
、県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w
.library.pr 

ef.gunm
a.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
「
サ
マ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

ョ
ー
」
＊

青色や白色を基調とした涼しげな展示

会
期

　
６
月
23
日
㈯
〜
７
月
16
日
㈪

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
園
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内
容

　
温
室
の
中
に
、
ブ
ル
ー
や
ホ
ワ
イ

ト
の
植
物
を
使
用
し
、
涼
し
げ
で
爽
快
感

の
あ
る
ガ
ー
デ
ン
を
演
出
し
ま
す

入
園
料

　
一
般
＝
７
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

※
７
月
１
日
㈰
か
ら
は
一
般
＝
６
０
０
円

問
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１

１
８
７
・
３
８

　
FAX

０
２
７
・
２
８
３
・

８
３
８
９

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

　最

新
情
報
展
「
甲よ

ろ
い

を
着
た
古
墳
人

の
武
器
・
武
具
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

期
日
　
７
月
１
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発

掘
情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内
容
　
金
井
東
裏
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た

「
甲
を
着
た
古
墳
人
」
が
着
装
し
て
い
た

甲
や
所
持
し
て
い
た
矛
・
鏃や

じ
り

な
ど
の
武

器
・
武
具
の
展
示
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

対
象

　
高
校
生
以
上
の
人

定
員

　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３

FAX

０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

防食処理後初めて公開された実物の甲

館
林
美
術
館
特
別
展
示
「
ア
ー

ト
遊
覧
紀
行
―
自
然
と
人
間
を

め
ぐ
っ
て
―
」
学
芸
員
に
よ
る

作
品
解
説
会 

＊

期
日
　
６
月
９
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時
〜
２
時
40
分

会
場
　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内
容
　
特
別
展
示
「
ア
ー
ト
遊
覧
紀
行
―

自
然
と
人
間
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
展
示
作

品
を
、
当
館
学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き

な
が
ら
鑑
賞
し
ま
す

費
用
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料

　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

FAX

０
２
７
６
・
７
２
・
８
３
３
８

作品が展示された会場風景

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
惑
星
大
集

合
！

　ぐ
ん
ま
天
文
台
に
惑
星

を
見
に
行
こ
う
！
」
＊

　
金
星
、
木
星
、
土
星
、
火
星
を
観
察
す

る
の
に
適
し
た
期
間
が
秋
ま
で
続
き
ま

す
。
6
月
は
、金
星
と
木
星
が
見
頃
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
大
型
望
遠
鏡
で
惑
星
を
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
　
土
・
日
曜
・
祝
日
の
午
後
７
時
〜

10
時

30群馬の魅力 再発見！ぐ
んま
ちゃんの

　県北西部の嬬恋村などでは、冷涼な気候を生かした夏秋キャベツの
栽培が盛んで、群馬県は日本一の生産量を誇ります。
　夏秋キャベツは、これからが旬の時期で、北は青森県から南は沖縄
県まで、全国各地に出荷されます。昼夜の寒暖差が大きいため、葉が
柔らかく甘みがあり、シャキシャキしているのが特長です。
　一面に広がるキャベツ畑の景色は圧巻で、映画やドラマなどのロケ
地にもなっています。また嬬恋村では、キャベツをキーワードとして
「キャベツ畑の中心で妻に愛を叫ぶ（キャベチュー）」や「嬬恋キャ
ベツヒルクライム」など、多くのイベントが開催されています。
　おいしい夏秋キャベツを味わうもよし、壮大な景色の中をドライブ
するもよし、イベントに参加してみ
るのもよし。これからの時期、いろ
いろな楽しみ方で群馬のキャベツを
満喫してみてはいかがでしょうか。
※群馬の魅力を紹介した冊子「ぐん
まがいちばん！」は、県ホームペー
ジ（http://www.pref.gunma.jp/ 
01/b0100132.html）からもご
覧になれます。
問 県庁広報課（☎027-897-2695　 FAX  027-243-3600）

群馬のキャベツは日本一

広がるキャベツ畑


